
古河一高男子空手道部が全国高校総体県予選で優勝しました。

6/24(金)、25(土)の２日間をかけて県武道館で行われた全国高校総体空手道競技県予選で、

本校の男子空手道部が団体組手で優勝しました。

１回戦から決勝まですべて３年生が出場し、次鋒の佐藤君、副将の八代君、大将の稲葉君が

勝利し優勝を掴みました。勝利した３人とも決して余裕のある対戦ではありませんでした。次

鋒の佐藤君はリードを許されながらも残り45秒で逆転、大将の稲葉君も残り44秒で勝ち越しに

成功したほどです。

５番手まで対戦する一進一退の戦いでしたが、努力してきた５人全員が前に攻め続ける姿勢

にお互いが勇気づけられ古河一高空手道部魂を発揮したものでした。攻め続ける「古河一高ら

しさ」がもたらした初の栄冠でした。

この他、３年生の佐藤君が個人組手、３年生の松本君が個人型で全国大会の出場権を獲得し

ています。

この件が６月26日（月）付茨城新聞に掲載されました。ご覧ください。


